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今
村
文
吾
（
１
８
０
８
～
１
８
６
４
）
と
い
う
人
物
、
そ
れ
か
ら
晩
翠
堂
と
は
ど
ん
な

実
態
が
あ
る
の
か
見
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
が
、
実
は
朧
気
な
イ
メ
ー
ジ
し
か

な
い
た
め
、
で
き
る
だ
け
実
態
に
近
づ
き
た
い
と
い
う
の
が
今
日
の
目
的
で
す
。

 

は
じ
め
に

　
「
谷
三
山
の
門
人
で
安
堵
村
に
二
人
の
医
者
が
い
る
」
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
二
人
の

う
ち
一
人
は
今
村
文
吾
で
あ
ろ
う
と
い
う
と
こ
ろ
で
、
ま
だ
「
文
吾
で
あ
る
」
と
言
い

切
れ
て
い
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
今
日
は
今
村
邸
、
安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に
残
る
史
料

を
見
な
が
ら
、
そ
の
実
態
を
具
体
的
に
お
示
し
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

２
０
１
９
年
３
月
に
『
知
の
系
譜
─
─
今
村
三
代 

文
吾
・
勤
三
・
荒
男
─
─
』
と
い
う

本
を
安
堵
町
か
ら
発
行
し
、
本
書
に
携
わ
っ
た
研
究
員
の
方
々
が
史
料
を
発
掘
し
て
い
た

だ
け
た
こ
と
も
成
果
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ら
も
含
め
て
、
わ
か
っ
た
こ
と
を
整
理

し
て
お
示
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

今
回
の
着
眼
点

　

１�　

ま
ず
一
つ
は
、
文
吾
が
ど
う
い
う
人
物
か
と
い
う
点
の
見
直
し
で
す
。『
大
和
人
物

志
』
に
表
わ
さ
れ
た
文
吾
は
、
と
て
も
勇
ま
し
い
勤
王
家
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
一
人

歩
き
し
て
い
る
印
象
で
す
が
、
こ
れ
が
本
当
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

２�　

そ
れ
か
ら
二
つ
目
、
先
に
申
し
ま
し
た
が
、
安
堵
村
の
谷
三
山
の
門
人
で
あ
る
と

い
う
事
を
示
す
史
料
が
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
だ
不
明
で
あ
る
点
で
す
。

　

３�　

三
つ
目
に
、
京
都
か
ら
戻
り
晩
翠
堂
を
開
い
て
活
動
し
た
と
い
う
が
、
そ
の
実
態

は
ど
う
だ
っ
た
の
か
、
実
際
に
ど
ん
な
ふ
う
に
動
い
て
い
た
の
か
と
い
う
点
も
、
ま
だ

ま
だ
わ
か
ら
な
い
と
こ
ろ
で
す
。
そ
れ
に
介
在
す
る
人
物
が
二
、三
人
判
っ
て
い
ま
す

が
、
そ
の
関
係
に
つ
い
て
は
部
分
的
な
も
の
で
、
正
確
な
関
係
性
は
ま
だ
全
部
網
羅

で
き
て
い
ま
せ
ん
（
資
料
１
参
照
）。
更
に
史
料
の
発
掘
も
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

と
こ
ろ
で
す
。

　

４�　

四
つ
目
。
伴
林
光
平（
１
８
１
３
～
１
８
６
４
）、
そ
れ
か
ら
北
畠
治
房（
１
８
３
３

～
１
９
２
１
）、
こ
の
二
人
に
つ
い
て
今
ま
で
の
研
究
史
も
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

昭
和
52
年
（
１
９
７
７
）
に
西に

し

村む
ら

公き
み

晴は
る

氏
が
『
野
山
の
な
げ
き
』（
神
社
新
報
社
）
の

中
で
三さ

え

枝ぐ
さ

蓊し
げ
る

の
足
跡
を
追
わ
れ
て
い
ま
し
て
、
実
態
が
わ
か
っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、堀ほ

り

井い

壽じ
ゅ

郎ろ
う

氏
が
柳
沢
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
史
料
を
分
析
さ
れ
て
い
ま
す
。

歌
集
が
残
っ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
れ
に
『
今
村
歌う

た
あ
わ
せ
し
ゅ
う

合
集
』
と
い
う
名
前
を
つ
け
て
、

こ
れ
を
分
析
さ
れ
た
上
で
、
大
西
源
助
・
竹
荘
・
宗
恭
と
い
う
人
物
に
よ
る
歌
集
で

あ
る
事
を
示
し
て
い
ま
す
。
彼
は
資
料
１
の
相
関
図
の
中
で
今
村
文
吾
と
の
交
友
・

社
中
で
あ
る
と
い
う
関
係
性
で
捉
え
て
い
ま
す
。
大
西
源
助
が
、
天
誅
組
の
変
が

起
こ
っ
た
あ
と
身
を
隠
し
、
急
い
で
次
の
世
代
に
家
督
を
譲
っ
て
、
大
阪
の
太
融
寺

で
身
を
隠
し
た
こ
と
を
堀
井
氏
は
追
求
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
改
訂
版

『
今
村
歌
合
集
と
伴
林
光
平
』（
ぺ
り
か
ん
社
、
２
０
０
１
年
）
に
よ
り
、
今
村
歌
合
集

の
全
部
の
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
報
告
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
他
に
、
平
成
13
年

（
２
０
０
１
）
に
鈴す

ず

木き

純す
み

孝た
か

氏
が
『
伴
林
光
平
の
研
究
』（
講
談
社
出
版
サ
ー
ビ
ス

セ
ン
タ
ー
、
２
０
０
１
年
）
の
中
で
、
光
平
の
動
向
を
追
っ
て
い
ま
す
。
昭
和
19
年

（
１
９
４
４
）
に
『
伴
林
光
平
全
集
』
が
刊
行
さ
れ
、
か
な
り
の
史
料
を
含
ん
だ
形
で

収
集
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
鈴
木
氏
は
、
年
譜
を
よ
り
細
か
く
補
稿
さ
れ
、
そ
の
う
え

で
伴
林
光
平
の
動
向
や
考
え
方
に
つ
い
て
新
し
い
史
料
も
踏
ま
え
な
が
ら
研
究
さ
れ
、

史
料
を
解
読
し
、
発
表
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
吾
と
和
歌
を
通
じ
て
関
連
す
る
人
び
と

に
つ
い
て
、
こ
の
よ
う
な
研
究
史
が
あ
り
ま
す
が
、
ま
だ
不
明
な
部
分
が
あ
り
、
も
う

少
し
追
求
し
な
い
と
晩
翠
堂
の
形
は
見
え
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

５�　

五
つ
目
。
最
も
悩
ま
し
い
点
は
、
文
吾
自
身
が
記
録
を
表
し
て
い
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
彼
の
思
考
な
ど
を
直
接
う
か
が
え
る
材
料
が
非
常
に
少
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

６�　

六
つ
目
。
文
吾
は
天
誅
組
に
関
わ
っ
た
と
さ
れ
る
史
料
が
見
出
さ
れ
て
い
な
い

こ
と
で
す
。
例
え
ば
軍
資
金
を
ど
の
よ
う
に
送
っ
て
い
た
の
か
、
今
現
在
確
認
で
き

MARCH 2023

Rumblings 8 Qs about New Possibilities
for NARA

EURO-NARASIA Q
NARA
NARAS
NARASIA
NARASIA NARASIA  │  STUDY

N
A
R
A
S
I
A
 
 
 
 
 
 
 

│ 
 
 
 
 
 
 S
T
U
D
Y
�

H
A
SH
IM
O
T
O
 K
im
i

今
村
文
吾
と
晩
翠
堂�

橋
本 

紀
美

「
谷
三
山
研
究
会
」
よ
り      　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

会
場
：
奈
良
県
立
大
学　
時
：
２
０
１
９
年
７
月
５
日

【資料1】晩翠堂をめぐる人びと 相関図（文久3年〔1863〕当時）
天忠組＝天誅組

和歌指導師弟関係

師弟関係

同志・交友 講師

交友・同志

交友 学友

交友
今村社中 親子

兄 弟

親子

交友

交友
今村社中

交友・同志

晩翠堂をめぐる人びと 相関図 （文久３年[1863当時]）

ば ん す い ど う

中中村村順順三三
今村文吾門弟 塾生

今村社中 櫟本村

なかむらじゅんぞう

＊年齢は満年齢

大大西西源源助助 竹竹荘荘

（宗恭）
今村社中門人 光平門弟
西安堵村庄屋

そう きょう
3366歳歳

おお にし げんすけ たけそう

青青木木精精一一郎郎・・浄浄尚尚

（三枝 蓊）

今村文吾門弟 塾生
椎木村住 浄蓮寺住職
天忠組参加､のち離脱
パークス事件参加 捕縛斬首

あ お き せい いち ろう じょう しょう

さ い ぐ さ しげり

2233歳歳

今今村村勤勤三三（敏平）
文吾甥
専治郎二男
奈良県再設置運動従事

いま むら きん ぞう とし ひら

1111歳歳

上上島島掃掃部部
中宮寺出仕 法隆寺村
伴林光平推挙
天忠組支援者

う え し ま か も ん

4499歳歳

伴伴林林光光平平
河内林村尊光寺生、のち東福寺村

駒塚住 中宮寺侍講

国学者 天忠組参加

和歌宗匠

と も ばやし み つ ひ ら

5511歳歳

佐佐々々木木左左京京（信重）

笠目村住 桂斎

今村社中門人
蘭学者 医師 中宮寺侍医

さ さ き さ きょう のぶ しげ

5522歳歳
毛毛利利喜喜右右衛衛門門（義之）
吐田村庄屋
郡山藩大庄屋役
光平・天忠組後方支援

も う り き え も ん よし ゆき

4444歳歳

平平岡岡鳩鳩平平
（北畠治房・武夫・布穀)
法隆寺村 光平支援
天忠組参加、
脱出後大審院判事
立憲改進党支援

ひ ら お か きゅう へい

きたばたけはるふさ たけお ふ こく

3300歳歳

今今村村棄棄吉吉（宗夫）

文吾子息 門弟塾生

いま むら すて きち むね お

1177歳歳

今今村村梅梅之之助助（宗達）
文吾甥
門弟 塾生 専治郎長男

いま むら うめ の すけ むね たつ

1199歳歳

今今村村文文吾吾(宗博)
東安堵村 専治 長男
晩翠堂主宰 医師
中宮寺侍医 今村社中

い ま む ら ぶ ん ご む ね ひろ

5555歳歳

親子、兄弟

同志、交友

私塾 晩翠堂

師弟関係

今今村村専専治治郎郎（（宗宗愷愷））
文吾弟 専治二男
東安堵村庄屋 今村社中門人

いま むら せん じ ろう むねやす

4488歳歳

ば ん す い ど う

師弟関係

師弟関係
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館
に
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
後
者
の
軸
は
、
弟
子
の
木き

村む
ら

邦く
に

幹み
き

が
略
歴
を
書
き
、
真
洞

（
三
枝
蓊
）
が
肖
像
を
描
い
て
い
ま
す
。
こ
の
書
に
文
吾
の
略
歴
が
載
っ
て
お
り
、
そ
れ
を

明
治
３
年
に
墓
碑
と
し
て
建
て
ら
れ
た
時
に
ほ
ぼ
似
た
文
章
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。
よ
く

似
て
い
ま
す
が
、
一
部
文
字
が
変
わ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
軸
の
略
歴
の
中
に

「
巖い

わ

垣が
き

松ま
つ

苗な
え（
注
１
）
」と
あ
り
ま
す
が
、
墓
碑
銘
で
は「
皆み

な

川が
わ

淇き

園え
ん（
注
２
）
」
と
あ
り
ま
す
。
軸
の

「
巖
垣
松
苗
」
と
い
う
文
字
の
箇
所
の
下
地
の
色
が
違
っ
て
お
り
、
ど
う
も
貼
り
直
し
て

訂
正
し
て
い
る
よ
う
で
す
。
本
来
は
墓
碑
に
彫
っ
た
「
皆
川
淇
園
」
が
書
い
て
あ
っ
た
も
の

を
、
後
に
書
き
直
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
と
、
文
吾
が
学
ん
だ
師
匠
の
名
前

が
山や

ま

脇わ
き

東と
う

海か
い（
注
３
）で
あ
り
、
巖
垣
松
苗
で
あ
る
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
山
脇
東
海
は
、
江
戸

時
代
後
期
の
医
者
で
、
京
都
で
は
解
剖
、
外
科
手
術
を
し
た
山
脇
一
門
で
あ
り
、
東
海
自
身

も
外
科
手
術
を
し
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
も
う
一
人
、
巖
垣
松
苗
。
松
苗
は
巖
垣
氏
の

後
を
継
い
で
養
子
に
入
り
ま
し
た
が
、
公
的
な
役
に
も
就
き
、
文
吾
は
松
苗
に
儒
学
を

習
い
ま
す
。
著
作
に
『
国
史
略
』
が
あ
り
、
編
者
と
し
て
名
前
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
い
っ
た
一
流
の
師
匠
に
つ
き
、
安
堵
村
に
帰
っ
て
か
ら
、
実
際
に
自
分
も
塾
を

開
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
資
料
２
に
よ
る
と
、
大や

ま
と和

士
ざ
む
ら
い

の
小
阪
氏
の
あ
と
を
継
ぎ
、

ま
ず
大
和
士
の
名
跡
を
継
ぐ
と
い
う
役
割
を
担
い
ま
す
。
そ
し
て
、「
開
醫
門
（
い
も
ん
を

開
く
）」、す
な
わ
ち
医
者
に
な
る
。治
療
を
請
う
も
の
が
非
常
に
多
か
っ
た
と
い
う
こ
と
が

書
か
れ
て
い
ま
す
し
、
加
え
て「
斑い

か

鳩る
が

女じ
ょ
う

王お
う

」（
中
宮
寺
門
跡
）に
請
わ
れ
て
侍
医
と
な
る
、

と
も
書
か
れ
て
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
文
吾
は
帰
村
し
て
か
ら
次
々
と
仕
事
に
携
わ
っ
て

い
く
わ
け
で
す
が
、
大
和
士
に
関
し
て
、
お
父
さ
ん
の
実
家
の
影
響
が
非
常
に
大
き
い
と

い
う
こ
と
が
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

今
村
氏
の
系
図
（
資
料
３
参
照
）
に
よ
る
と
、
今
村
氏
の
ル
ー
ツ
は
東
安
堵
村
で
す
が
、

文
吾
は
８
世
で
、
初
代
は
江
戸
時
代
初
期
か
ら
こ
の
名
跡
を
継
い
で
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
。
千
助
と
い
う
名
前
が
４
世
と
６
世
に
あ
り
ま
す
が
、
４
代
目
千
助
は
法
隆
寺
の

ま
す
こ
と
は
、『
今い

ま

村む
ら

松し
ょ
う

斎さ
い

翁お
き
な

略
歴
』
の
記
事
に
天
ノ
川
辻
に
若
干
金
を
輸
送
し
た

と
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
文
を
著
し
た
の
は
北
畠
治
房
で
、
作
成
時
期
も
天
誅
組
の
変

か
ら
40
年
以
上
も
経
過
し
た
明
治
42
年
（
１
９
０
９
）
に
な
っ
て
か
ら
で
す
。
資
料

自
体
の
真
偽
に
つ
い
て
、
再
点
検
も
必
要
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
を
整
理
し
な
が
ら
、
も
う
少
し
具
体
的
に
人
物
像
を
追
う
こ
と
、
ま
ず
は
文
吾

の
活
動
、
そ
れ
か
ら
文
吾
の
人
物
像
を
追
い
直
す
こ
と
、
そ
れ
か
ら
斑
鳩
と
安
堵
を
一
つ

の
エ
リ
ア
と
し
て
見
た
中
で
活
動
す
る
人
と
の
関
わ
り
を
整
理
す
る
こ
と
、
文
吾
自
身
が

興
し
た
私
塾
晩
翠
堂
の
活
動
を
具
体
的
に
探
っ
て
い
く
こ
と
、
例
え
ば
門
人
に
は
誰
が

お
り
、
ど
う
活
動
し
て
い
る
か
を
追
っ
て
い
け
ば
、
判
明
す
る
点
が
出
て
く
る
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
ま
た
、
今
村
社
中
や
、
松
斎
社
中
、
晩
翠
堂
と
は
別
の
和
歌
の

集
団
や
社
中
の
活
動
内
容
、
門
人
と
の
関
わ
り
方
が
ど
う
展
開
し
て
い
っ
た
の
か
を
見
る

の
が
ポ
イ
ン
ト
と
考
え
ま
す
。

　

以
上
、
整
理
し
ま
す
と

　

①�

文
吾
と
い
う
人
物
の
経
歴
の
点
検

　

②�

今
村
家
に
お
け
る
今
村
文
吾
に
つ
い
て
、
今
一
度
押
さ
え
て
お
く

　

③�

斑
鳩
と
安
堵
を
一
つ
の
エ
リ
ア
と
見
た
と
き
の
中
宮
寺
を
中
心
と
し
た
人
々
と
の

関
係
性
の
整
理

　

④�

晩
翠
堂
で
の
活
動
内
容
、
門
人
と
の
や
り
と
り
、
医
師
と
し
て
具
体
的
に
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
た
か

　

⑤�

今
村
社
中
の
活
動
内
容
、
天
誅
組
と
関
わ
っ
た
伴
林
光
平
と
の
交
流

　

こ
れ
ら
を
点
検
し
た
う
え
で
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
る
の
か
を
見
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

 

今
村
文
吾
の
経
歴

　

文
吾
の
経
歴
に
つ
い
て
で
す
。『
大
和
人
物
志
』（
１
９
０
９
年
刊
）
と
は
別
に
、「
今
村

文
吾
墓
碑
銘
（
明
治
３
年
〔
１
８
７
０
〕）」
と
「
今
村
文
吾
略
歴
・
肖
像
画
像
軸
」（
資
料

２
）
が
一
番
基
本
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
が
、
こ
れ
ら
は
今
、
安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
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【資料2】今村文吾略歴・肖像画像軸
（木村邦幹選書・真洞画）
（安堵町歴史民俗資料館所蔵）
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第第２２世世
安安兵兵衛衛  （（11771133没没））

（ 男 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

第第66世世
千千助助  （（11779922没没））

第第11世世
吉吉右右衛衛門門  ((11770077没没))

新右衛門

友吉

お雪 八重

おかや

おりん

民子（久保氏）

梅之助（宗達） （1866没）

（ 二女 ）

小次郎

とみ（長女） （1882没）

三郎＝辰之助ｶ

四郎

秀子

（ 女 ）

ささの（石田氏） （1925没）

万三＝木村長右衛門

市松ヨシ女

並川彦兵衛

道雲　寛文十一．三．
十［一六七一］ 道雲大禅門

寛文十一、三、十

今村新右衛門 昌精

第第44世世
千千助助  （（11777711没没））

長六

おきん

辰

おもみ

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 男 ） (1841没)

トミエ　（北阪手 森氏）

七五三＝越前　（小阪氏）

西川沢興

（ 女 ）

捨吉（宗陽・宗男） （1867没）
（ 男　）

第第88世世
文文吾吾（（宗宗博博））  （（11886644没没））

妙西信女慶安四．正．
十二［一六五一］ 第第55世世

与与市市郎郎  ((11779922没没))

絹子

専次郎（宗愷） （1871没）

第第33世世
吉吉三三郎郎  （（11772244没没））

第第77世世
専専次次（（坂坂堂堂氏氏））  （（11883388没没））

（ 女 ） （1838没）

恒太郎 （1838没）

今村氏資料をもとに作成。但し（　　）は俗名不明者

第第９９世世
勤勤三三  ((11992244没没))

虎之助 （1871没）

宗治

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

ちか

第第２２世世
安安兵兵衛衛  （（11771133没没））

（ 男 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

第第66世世
千千助助  （（11779922没没））

第第11世世
吉吉右右衛衛門門  ((11770077没没))

新右衛門

友吉

お雪 八重

おかや

おりん

民子（久保氏）

梅之助（宗達） （1866没）

（ 二女 ）

小次郎

とみ（長女） （1882没）

三郎＝辰之助ｶ

四郎

秀子

（ 女 ）

ささの（石田氏） （1925没）

万三＝木村長右衛門

市松ヨシ女

並川彦兵衛

道雲　寛文十一．三．
十［一六七一］ 道雲大禅門

寛文十一、三、十

今村新右衛門 昌精

第第44世世
千千助助  （（11777711没没））

長六

おきん

辰

おもみ

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 男 ） (1841没)

トミエ　（北阪手 森氏）

七五三＝越前　（小阪氏）

西川沢興

（ 女 ）

捨吉（宗陽・宗男） （1867没）
（ 男　）

第第88世世
文文吾吾（（宗宗博博））  （（11886644没没））

妙西信女慶安四．正．
十二［一六五一］ 第第55世世

与与市市郎郎  ((11779922没没))

絹子

専次郎（宗愷） （1871没）

第第33世世
吉吉三三郎郎  （（11772244没没））

第第77世世
専専次次（（坂坂堂堂氏氏））  （（11883388没没））

（ 女 ） （1838没）

恒太郎 （1838没）

今村氏資料をもとに作成。但し（　　）は俗名不明者

第第９９世世
勤勤三三  ((11992244没没))

虎之助 （1871没）

宗治

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

（ 女 ）

ちか

EU_NARASIA_Q_24.indd   4-5EU_NARASIA_Q_24.indd   4-5 2023/02/15   10:462023/02/15   10:46



7 6 ←�セクションマーカー
で設定

MARCH 2023

Rumblings 8 Qs about New Possibilities
for NARA

EURO-NARASIA Q
NARA
NARAS
NARASIA
NARASIA

と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
今
村
家
で
は
晩
翠
堂
に
関
す
る
史
料
は
少
な
く
、
晩
翠
堂
と
い
う

言
葉
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
探
し
て
み
る
と
、『
晩
翠
堂
詩し

稿こ
う

』と
い
う
作
品
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
門
人
の
漢
詩
、
和
歌
の
作
品
を
順
番
に
書
い
て
お
り
、
文
吾
の
作
品
も
含
ま
れ
て

い
ま
す
。
作
品
に
つ
い
て
の
評
を
伴
林
光
平
が
加
え
て
コ
メ
ン
ト
を
入
れ
て
い
る
も
の

で
す
。
紙
数
は
三
紙
六
頁
の
も
の
で
す
。
そ
れ
以
外
で
晩
翠
堂
と
い
う
文
字
は
和
歌
集
の

表
紙
に
出
て
い
る
も
の
に
限
ら
れ
、
実
態
が
わ
か
る
よ
う
な
史
料
は
乏
し
い
と
い
え
ま
す
。

　

こ
の
晩
翠
堂
塾
の
様
子
を
伴
林
光
平
が
歌
に
詠
ん
で
い
ま
す
。『
神か

み

椙す
ぎ

帖ち
ょ
う

』
と
い
う
文
久

元
年
か
ら
二
年
ほ
ど
、
光
平
が
手
放
さ
ず
に
持
っ
て
い
た
手
帳
の
中
に
「
学が

く

生し
ょ
う

お
ほ
く

皆
よ
く
書ふ

み

を
読
め
り
」
な
ど
、
学
生
ら
が
一
生
懸
命
本
を
読
ん
で
い
る
姿
を
和
歌
に
し
て

い
ま
す
が
、
こ
れ
以
上
の
史
料
は
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

　

で
は
、
こ
の
今
村
家
が
ど
う
い
う
形
で
運
営
さ
れ
、
文
吾
は
ど
の
よ
う
に
関
わ
っ
て

い
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
天
理
大
学
附
属
天
理
図
書
館
に
今
村
家
の
史
料
が
収
蔵

さ
れ
て
い
ま
す
。「
今
村
家
族
の
事
共
」
と
い
う
文
書
の
中
で
「
本
分
之
訳
」
と
い
う
記
録

が
あ
り
、
そ
の
中
で

　
　

�「
私
共
先
代
よ
り
本
家
・
隠
居
之
二
ツ
名
前
有
之
候
得
共
、
先
祖
よ
り
同
家
ニ
而
世
躰

向
、
世
事
共
仕
り
居
」

本
家
、
隠
居
と
も
同
じ
家
と
し
て
運
営
し
て
い
ま
し
た
が
、

　
　

�「
兄
文
吾
生
付
ひ
が
い
ニ
而
、
学
文
を
好
み
候
故
医
師
執
行
為
仕
、
弟
専
次
郎
ハ
愚
直

之
生
付
ニ
付
、
百
姓
為
仕
」

文
吾
と
弟
の
専
次
郎
に
つ
い
て
、
兄
は
体
が
弱
く
医
師
を
勤
め
、
一
方
弟
の
専
次
郎
は

正
直
で
一
途
な
の
で
、百
姓
を
務
め
さ
せ
た
と
家
内
で
は
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
。

ま
た
、

　
　

�「
跡
役
専
二
（
次
）郎

相
勤
、
并
農
業
家
事
向
共
当
躰
専
二
郎
名
前
ニ
而
、
兄
文
吾
江
談
じ

之
上
仕
居
」

家
内
の
経
営
関
係
に
関
し
て
、
農
業
の
こ
と
、
家
の
こ
と
、
庄
屋
役
を
継
ぐ
こ
と
に
つ
い
て

は
、
弟
が
兄
の
承
認
を
得
る
形
で
携
わ
っ
て
お
り
、
こ
れ
が
今
村
家
の
在
り
方
の
よ
う

で
す
。

　

そ
し
て
文
吾
、
専
次
郎
家
が
「
若
本
分
別
レ
候
時
ハ
、
田
畑
其
外
共
六
五・三
五
の
割
を

以
相
分
」
と
い
う
申
し
合
わ
せ
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
あ
と
、
文
吾
が
元
治
元
年
（
１
８
６
４
）
に
亡
く
な
っ
て
、
息
子
の
捨
吉
が
継
ぎ

ま
す
が
、
捨
吉
も
わ
ず
か
三
年
後
に
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
う
な
る
と
、
今
村
家

を
継
い
だ
の
が
文
吾
の
弟
専
次
郎
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
専
次
郎
も
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

に
亡
く
な
っ
た
た
め
、
そ
の
跡
を
継
い
だ
の
が
専
次
郎
の
次
男
で
あ
る
勤
三
で
し
た
。

そ
の
結
果
、勤
三
が
第
９
世
に
な
り
ま
し
た
。天
誅
組
の
変
な
ど
の
幕
末
の
動
乱
が
終
わ
り
、

新
た
に
明
治
の
時
代
と
な
っ
た
時
期
、今
村
家
の
中
で
、跡
目
を
継
ぐ
こ
と
は
大
き
な
悩
み

事
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
ご
紹
介
し
た
文
書
の
中
に
、
文
吾
の
後
、
医
師
を
継
ぐ
た
め
捨
吉
が
京
都
へ
勉
強
に

行
こ
う
と
し
て
い
る
と
い
う
記
載
が
あ
る
の
で
、
後
継
者
を
予
定
し
た
も
の
の
早
逝
し
、

結
果
的
に
は
、
捨
吉
が
継
ぐ
と
い
う
形
は
実
現
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
こ
う
い
っ
た
家
の

事
情
が
あ
り
、
加
え
て
大
和
士
を
継
承
す
る
使
命
も
あ
り
、
今
村
家
に
お
け
る
文
吾
は

こ
の
二
つ
を
こ
な
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
立
場
で
し
た
。
医
業
も
そ
れ
ほ
ど
利
の
多
い

も
の
で
も
な
く
、
薬
を
買
う
の
は
非
常
に
高
価
で
あ
り
、
本
や
器
具
も
必
要
で
す
か
ら
、

そ
の
入
手
に
よ
っ
て
借
財
が
か
な
り
嵩
ん
だ
よ
う
で
す
。
専
次
郎
が
運
営
す
る
農
業
や
、

そ
れ
以
外
の
仕
事
に
よ
る
蓄
財
か
ら
補
填
を
し
て
い
く
と
い
う
形
で
や
り
く
り
を
し
て

い
た
こ
と
も
具
体
的
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
苦
心
を
し
つ
つ
、
使
命
を
乗
り
越
え
よ
う
と

出
身
で
す
。
そ
れ
か
ら
「
今
村
」
と
名
乗
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
次
の
６
世
千
助
の
娘

お
雪
の
婿
に
、
坂は

ん

堂ど
う

家
の
専
次
が
入
り
ま
し
て
、
こ
こ
で
大
和
士
と
の
関
わ
る
契
機
と

な
る
わ
け
で
す
。

　

専
次
が
大
和
士
を
継
い
で
い
た
た
め
、
文
吾
も
使
命
を
受
け
、
同
じ
大
和
士
で
あ
る

小
阪
氏
の
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
す
。
今
で
も
大
和
士
の
流
鏑
馬
頭
役
を
担
っ
た
家
が

何
軒
か
あ
り
ま
す
。
文
吾
の
兄
弟
で
、
七し

め
五
三
は
越
前
と
い
い
、
小
阪
氏
に
入
家
し
て

い
ま
す
。
小
阪
氏
も
大
和
士
の
株
を
引
き
継
い
で
お
り
、
養
子
と
な
っ
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
名
跡
を
継
ぐ
た
め
に
今
村
氏
は
努
力
を
続
け
ま
す
。
文
吾
の
次
の
代
に
至
っ
て
も

同
様
で
、
受
け
継
ぐ
家
格
を
維
持
す
る
た
め
に
非
常
に
苦
労
を
し
て
い
ま
す
。

　

文
吾
が
小
阪
家
に
入
る
こ
と
で
、
実
は
面
白
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
文
吾
と
梅
之
助

（
梅
之
介
）
が
小こ

阪さ
か

頼た
の

母も

の
跡
相
続
の
た
め
に
身
請
け
す
る
。
そ
し
て
宗
旨
改
で
、
人
別

送
り
に
よ
り
檀
家
に
入
る
と
い
う
こ
と
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
弘
化
３
年

（
１
８
４
６
）
の
こ
と
で
す
。
父
親
か
ら
引
き
継
い
だ
文
吾
は
、
弟
の
長
男
梅
之
助
と
一
緒

に
今
村
氏
で
は
な
く
小
阪
と
い
う
名
前
を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
、
家
を
維
持
し
つ
つ
、

流
鏑
馬
の
奉
仕
を
つ
と
め
る
と
い
う
役
割
を
負
う
事
は
、
文
吾
に
と
っ
て
非
常
に
ウ
エ
イ
ト

が
高
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

 

今
村
家
に
お
け
る
今
村
文
吾
に
つ
い
て

　

そ
う
い
っ
た
事
情
も
抱
え
な
が
ら
、
文
吾
は
医
師
と
し
て
活
動
し
、
晩
翠
堂
を
開
い
て

家
を
運
営
し
て
い
く
わ
け
で
す
。
医
業
に
関
し
て
実
際
の
活
動
に
つ
い
て
あ
ま
り
具
体
的

に
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
す
が
、
ひ
と
つ
は
吉
田
栄
治
郎
氏
（
公
益
財
団
法
人
郡
山

城
史
跡
・
柳
沢
文
庫
保
存
会
研
究
員
）
に
見
出
さ
れ
た
史
料
が
あ
り
ま
す
。（
前
掲 

拙
著

『
知
の
系
譜
─
今
村
三
代
・
文
吾
・
勤
三
・
荒
男
─
』）「
東
安
堵
村
諸
事
記
抄
（
東
安
堵
・

飽
波
神
社
所
蔵
文
書
、
文
政
７
年
〔
１
８
２
４
〕
申
正
月
）」
で
、
文
吾
が
死
亡
し
た
捨
て

子
の
診
療
を
し
た
記
録
が
残
っ
て
い
ま
す
。
文
政
９
年
（
１
８
２
６
）
の
２
月
、
捨
て
子

が
い
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
容
体
や
症
状
に
つ
い
て
高
取
藩
に
報
告
す
る
に
あ
た
っ
て
、

医
師
と
し
て
の
診
断
を
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
時
は
た
だ
文
吾
と
名
乗
っ
て
い
る
だ
け

で
す
。
こ
の
中
で
「
勇
治
倅
」
と
あ
り
ま
す
が
、
実
は
勇
治
は
専
次
の
別
名
で
す
。
こ
の

時
父
の
専
次
は
村
の
庄
屋
を
務
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
今
村
家
に
残
っ
て
い
た
史
料
で
、『
調ち

ょ
う

和わ

散さ
ん

配く
ば
り
ち
ょ
う帳

』
と
言
い
、
表
紙
に
「
今
村

調
合
局
」
と
あ
り
ま
す
。
薬
を
配
布
し
た
記
録
帳
で
、
文
久
２
年
（
１
８
６
２
）
の
も
の

で
す
。
こ
れ
を
見
て
み
ま
す
と
、
文
吾
と
非
常
に
関
わ
り
の
あ
っ
た
人
び
と
に
薬
を
配
っ
て

い
ま
す
。
見
開
き
の
と
こ
ろ
に
「
宮
様
」
と
あ
り
、
中
宮
寺
に
処
方
し
て
い
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
中
宮
寺
の
家け

い

司し

と
し
て
知
ら
れ
る
上う

え

島し
ま

掃か
も
ん部

に
も
配
っ
て
い
る
こ
と
が
見
て
と
れ

ま
す
。
そ
れ
か
ら
「
祖そ

栄え
い

尼に

」
と
い
う
伴
林
光
平
の
弟
子
で
、
當
麻
の
受じ

ゅ

福ふ
く

寺じ

に
入
る

尼
僧
に
も
配
っ
た
記
載
が
出
て
い
ま
す
。
薬
を
処
方
し
た
実
態
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で

あ
り
、
文
吾
が
実
際
に
医
療
に
携
わ
っ
て
い
た
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
う
一
つ
ご
紹
介
し
て
お
き
ま
す
と
、
同
じ
大
和
士
で
あ
っ
た
、
平
群
郡
東
勢
野
（
現
在

の
生
駒
郡
三
郷
町
勢
野
東
あ
た
り
）
の
菅す

が

田た

一い
ち

郎ろ
う

と
い
う
人
物
で
す
。
文
吾
に
医
療
の

指
導
を
受
け
師
事
し
た
と
い
う
こ
と
が
、
彼
が
開
業
す
る
に
あ
た
り
書
い
た
履
歴
書
の
中

に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
文
久
元
年
（
１
８
６
１
）
か
ら
文
吾
に
従
っ
て
、
ち
ょ
う
ど
天
誅
組

の
変
が
始
ま
っ
た
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
の
８
月
ま
で
の
２
年
６
ヶ
月
、「
醫
術
内
科

修
行
」
し
た
と
あ
り
ま
す
。
実
際
に
医
療
に
関
わ
る
中
で
、
弟
子
を
と
り
な
が
ら
活
動
を

し
て
い
た
事
が
わ
か
り
ま
す
。

　

次
に
晩
翠
堂
の
運
営
で
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
北
畠
治
房
が
書
い
た
『
今
村
松
斎
翁

略
歴
』
の
中
に
「
和
魂
漢
才
」
と
い
う
四
題
の
文
字
を
掲
げ
て
、
医
業
と
儒
学
を
教
え
た
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と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
中
宮
寺
に
仕
え
た
人
た
ち
の
中
で
、
斑
鳩
に
辰
巳
と
い
う
家
が
あ
り
ま
す

が
、
慈
尊
院
に
入
っ
た
心し

ん

誠せ
い

と
い
う
人
物
が
非
常
に
関
わ
り
を
持
つ
こ
と
が
史
料
に
も

出
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
に
は
今
村
氏
か
ら
も
勤
三
の
息
女
で
あ
る
慶け

い

倫り
ん

が
中
宮
寺

に
入
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
勤
三
の
夫
人
は
安
堵
町
窪
田
の
石
田
家
か
ら
嫁
い
で
い
ま
す

が
、
そ
の
石
田
家
か
ら
覚か

く

淳じ
ゅ
ん

が
中
宮
寺
に
入
っ
て
い
ま
す
。
明
治
時
代
以
降
も
何
ら
か
の

縁
戚
を
通
じ
て
関
係
が
続
い
て
い
ま
す
。

 

晩
翠
堂
の
活
動
と
門
人

　

晩
翠
堂
が
具
体
的
に
は
ど
ん
な
活
動
を
し
て
い
た
の
か
詳
し
く
わ
か
ら
な
い
、
と
申
し

ま
し
た
が
、
文
吾
自
身
の
草
稿
に
よ
る
分
厚
い
帳
面
が
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
で
彼
は

漢
詩
を
綴
り
な
が
ら
、
そ
の
時
の
様
々
な
情
勢
、
例
え
ば
地
震
が
起
こ
っ
た
事
や
、
ロ
シ
ア

の
船
が
着
い
た
こ
と
な
ど
を
記
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
を
も
う
少
し
分
析
を
し
な
が
ら
、

実
態
に
近
づ
く
よ
う
な
情
報
を
集
め
た
い
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

晩
翠
堂
の
門
人
に
つ
い
て
申
し
上
げ
れ
ば
、
五
童
子
と
い
わ
れ
る
人
物
が
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
て
い
ま
す
。
中
村
順
三
、
浄
尚
（
三
枝
蓊
）、
梅
之
助
、
捨
吉
、
貞
二
郎
。
伴
林

光
平
は
彼
ら
を
「
五
童
子
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
今
で
い
う
大
学
生
か
ら
高
校
生
、

中
学
生
に
あ
た
る
年
頃
の
若
者
で
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
こ
の
頃
に
晩
翠
堂
に
加
わ
っ
て

い
た
こ
と
は
確
か
で
す
。

　

伴
林
が
彼
ら
と
や
り
と
り
し
た
書
状
が
、
大
阪
府
立
図
書
館
に
所
蔵
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
手
紙
に
よ
る
と
、
若
い
子
供
た
ち
へ
の
教
授
に
つ
い
て
、
伴
林
も
非
常
に
喜
ん
で

お
り
、
弟
子
と
の
再
会
を
楽
し
み
に
し
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
書
状
は
、
安
政
４
年

（
１
８
５
７
）
の
５
月
と
あ
り
ま
す
。
晩
翠
堂
が
開
か
れ
た
の
が
天
保
３
年
（
１
８
３
２
）

で
す
が
、
具
体
的
な
活
動
が
み
ら
れ
る
様
に
な
る
の
も
こ
の
頃
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

貞
二
郎
と
い
う
の
が
誰
な
の
か
。
伴
林
光
平
が
安
政
６
年
（
１
８
５
９
）
に
、
門
人
が

詠
ん
だ
歌
を
集
め
て
作
っ
た
「
垣か

い

内と

摘つ
み

草く
さ

」
と
い
う
和
歌
集
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
中
に

「
貞
」
と
書
い
て
い
る
人
物
の
歌
が
あ
り
ま
し
た
。
貞
が
地
元
東
安
堵
の
人
だ
と
い
う
こ
と

が
わ
か
っ
て
い
い
ま
し
た
が
、
最
近
、
宮
島
氏
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

近
辺
の
人
た
ち
が
寄
り
集
ま
っ
て
運
営
さ
れ
た
塾
だ
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。
ま
た
、
中
村

順
三
と
い
う
人
は
天
理
櫟い

ち
の
も
と本

出
身
の
人
物
で
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
中
で
少
し
年
齢
が
高
い

よ
う
で
す
が
、
門
人
の
筆
頭
と
し
て
非
常
に
よ
く
動
い
た
人
で
し
た
。
中
村
順
三
に
つ
い
て

は
も
う
少
し
調
査
が
必
要
で
す
。

 

和
歌
の
会
の
詠
草
活
動
、
伴
林
光
平
と
の
交
流
に
つ
い
て

　

も
う
一
つ
、
和
歌
の
会
の
実
態
は
ど
う
な
の
か
、
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
詠
草
活
動
、

そ
れ
か
ら
伴
林
光
平
に
指
導
を
受
け
た
こ
と
が
添
削
記
事
か
ら
う
か
が
え
ま
す
。
堀
井

壽
郎
氏
の
成
果
も
あ
り
、
内
容
も
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。
安
堵
町
歴
史
民
俗
資
料
館
に

５
０
０
近
い
和
歌
集
、
和
歌
に
関
す
る
史
料
が
残
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
を
分
析

す
る
こ
と
で
、
動
き
を
見
て
ま
い
り
ま
す
。

短
冊
は
４
８
９
点
で
、
崇す

う

阿あ

と
い
う
人
物
が
50
点
を
越
え
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
三み

蔭か
げ

顕け
ん

成じ
ょ
う

と
い
う
人
物
が
そ
の
お
よ
そ
半
分
の
27
の
短
冊
が
残
っ
て
い
ま
す
。
顕
成
は
大
和

高
田
の
照し

ょ
う

光こ
う

寺じ

の
住
持
で
あ
っ
た
人
物
で
、
香か

川が
わ

景か
げ

樹き
（
注
４
）派
の
歌
を
詠
む
師
匠
で
し
た
。

光
平
は
１
点
で
す
が
、
何
故
１
点
か
と
い
え
ば
、
彼
の
作
品
を
今
村
家
で
屏
風
な
ど
に

作
り
替
え
て
い
る
た
め
、短
冊
の
形
と
し
て
残
っ
て
い
る
の
が
少
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
崇
阿
、
三
蔭
顕
成
、
伴
林
光
平
の
三
人
は
指
導
者
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
の

し
て
い
た
事
が
う
か
が
わ
れ
る
の
で
す
。

　
「
本
分
別
レ
候
時
ハ
」
と
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
が
現
実
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
が
、

勤
三
が
継
い
だ
と
き
で
す
。文
吾
の
跡
相
続
の
た
め
に
家
族
が
揃
っ
て
了
承
し
ま
す
。大
阪

に
逃
れ
て
い
た
は
ず
の
大
西
滝
蔵
（
竹
荘
）・
宗
恭
も
一
緒
に
署
名
し
て
い
ま
す
の
で
、

丹
念
に
相
談
が
さ
れ
た
上
で
作
ら
れ
た
文
章
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
家
族
、
親
戚
、

小
坂
（
小
阪
）
親
類
と
あ
り
ま
す
が
、
親
類
縁
者
の
連
名
で
証
書
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。

勤
三
が
本
家
を
継
ぐ
こ
と
、
こ
の
時
分
家
と
は
、
六
五・三
五
と
い
う
割
合
で
も
っ
て
財
産

を
分
割
す
る
と
決
め
ら
れ
た
よ
う
で
す
。
奈
良
・
春
日
若
宮
社
で
営
ま
れ
る
お
ん
祭
に

か
か
わ
る
「
願が

ん

主じ
ゅ

人に
ん

随
兵
役
一
株
」、
こ
れ
も
分
割
す
る
格
好
と
な
っ
て
い
ま
す
。
小
坂

（
小
阪
）
梅
之
助
が
一
緒
に
小
坂
村
に
移
り
保
有
し
て
い
た
も
の
、
こ
れ
も
文
吾
か
ら
相
続

し
た
勤
三
が
受
け
継
ぎ
譲
り
渡
す
旨
の
一
筆
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
さ
ら
に
そ
の
跡
を

と
る
た
め
に
小
坂
（
小
阪
）
家
の
虎
之
助
が
も
う
一
度
株
を
継
ぐ
べ
く
、
勤
三
の
妹
と
結
婚

す
る
と
い
う
動
き
も
あ
り
ま
し
た
。
結
果
的
に
は
、
勤
三
が
跡
を
と
る
こ
と
で
解
決
を

見
た
こ
と
が
文
書
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
幕
末
か
ら
明
治
の
始
め
に
か
け
て
、
後
継
は
今
村
家
に
と
っ
て
大
事
な

問
題
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

中
宮
寺
宮
を
中
心
と
し
た
人
々
の
相
関
関
係
の
整
理

　

人
間
関
係
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
ま
す
。
斑
鳩
と
安
堵
を
一
つ
の
エ
リ
ア
と
し
て
捉
え
て

い
く
と
、
核
に
な
る
の
は
や
は
り
中
宮
寺
で
あ
ろ
う
と
考
え
て
い
ま
す
。
晩
翠
堂
の
周
辺

を
み
る
と
、
中
宮
寺
宮
の
存
在
が
あ
り
、
そ
の
周
辺
に
上
島
掃
部
や
平
岡
鳩
平
、
ご
く

近
く
の
東
福
寺
に
伴
林
が
の
ち
に
中
宮
寺
侍
講
と
し
て
仕
え
、
移
住
す
る
、
こ
う
い
っ
た

形
で
、
法
隆
寺
を
中
心
と
し
た
一
つ
の
エ
リ
ア
が
出
来
上
が
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
に
佐
々
木

信
重
も
侍
医
と
し
て
加
わ
る
。
上
島
掃
部
と
文
吾
が
同
じ
巖
垣
松
苗
の
門
下
で
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
文
吾
も
侍
医
と
し
て
推
薦
さ
れ
関
わ
っ
て
い
き
ま
す
。
大
西
宗
恭
は
西
安
堵

で
、
晩
翠
堂
と
非
常
に
近
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま
す
が
、
の
ち
に
紹
介
す
る
今
村
社
中
で
は

古
く
か
ら
参
加
し
て
い
る
人
物
で
も
あ
り
ま
す
。地
元
で
は
庄
屋
を
務
め
て
い
ま
す
。ま
た
、

晩
翠
堂
の
門
人
で
、
真
宗
寺
院
の
若
い
僧
で
あ
る
浄
尚
（
変
名
：
青
木
精
一
郎
、
三
枝
蓊
）

は
、
天
誅
組
に
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
歌
で
は
浄
尚
、
祥よ

し

麿ま
ろ

と
い
う
名
前
を
名
乗
り
ま
す
が
、

今
村
文
吾
の
肖
像
を
描
い
た
真し

ん

洞と
う

と
い
う
名
前
も
名
乗
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
パ
ー
ク
ス

事
件
を
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
三
枝
蓊
の
門
人
と
し
て
の
姿
で
す
。
椎し

木ぎ

村
と
い
う
隣
の

郡
山
藩
領
の
村
出
身
で
、
今
村
邸
と
も
非
常
に
近
い
場
所
に
あ
り
ま
し
た
。

　

手
紙
の
中
で
、
吐
田
の
毛
利
喜
右
衛
門
の
名
前
が
見
ら
れ
ま
す
。
元
々
斑
鳩
の
大
庄
屋
、

清
水
氏
の
出
身
で
、
吐
田
の
毛
利
氏
の
跡
を
継
ぐ
形
で
入
家
し
て
い
ま
す
。
天
誅
組
を
追
討

す
る
郡
山
藩
と
一
緒
に
付
き
随
っ
て
現
地
へ
赴
き
、
密
か
に
天
誅
組
に
支
援
を
し
ま
し
た

が
、
そ
の
後
、
支
援
が
発
覚
し
た
た
め
自
ら
毒
薬
を
飲
ん
で
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

毛
利
氏
は
（
安
堵
町
周
辺
の
）
大
和
川
を
越
え
す
ぐ
の
地
に
所
在
し
て
い
ま
し
た
が
、

晩
翠
堂
と
ど
れ
だ
け
関
わ
っ
て
い
た
か
、
史
料
上
で
は
確
認
が
で
き
て
い
ま
せ
ん
。

　

何
故
こ
う
い
う
エ
リ
ア
と
し
て
考
え
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
中
宮
寺
門
跡
の
存
在

が
大
き
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
門
跡
が
有あ

り

栖す

川が
わ
の
み
や宮

熾た
る

仁ひ
と

親し
ん

王の
う

の
御
養
子
と
い
う
こ
と
も

あ
り
ま
す
し
、
孝
明
天
皇
の
養
女
で
あ
っ
た
点
で
、
宮
中
と
直
接
や
り
と
り
が
可
能
な

存
在
で
あ
る
こ
と
が
大
き
な
理
由
で
す
。
こ
の
中
宮
寺
宮
を
中
心
と
し
た
動
き
が
あ
る
で

あ
ろ
う
し
、
そ
れ
に
関
係
す
る
人
た
ち
が
存
在
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
ち
な
み
に
、
伴
林

が
奈
良
奉
行
所
に
捕
ら
え
ら
れ
て
、
罪
の
軽
減
配
慮
に
つ
い
て
の
上
申
書
が
中
宮
寺
か
ら

出
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
結
果
的
に
そ
れ
が
逆
効
果
に
な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

そ
う
い
っ
た
物
を
言
え
る
存
在
で
あ
る
中
宮
寺
が
、
こ
の
エ
リ
ア
で
の
核
に
な
っ
た
か
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谷
三
山
の
門
人
と
し
て
の
姿
は
見
え
て
い
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
も
う
少
し
追
求
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
門
人
た
ち
を
具
体
的
に
見
て
い
か
な
け
れ
ば
、
は
っ
き
り
し
な
い
だ
ろ
う
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

斑
鳩
・
安
堵
エ
リ
ア
内
で
の
関
係
性
は
、
中
宮
寺
を
中
心
に
し
た
人
び
と
を
見
て
い
く

こ
と
で
わ
か
っ
て
く
る
こ
と
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
晩
翠
堂

の
姿
、
和
歌
に
つ
い
て
の
情
報
を
さ
ら
に
加
え
、
実
態
に
迫
っ
て
い
け
た
ら
と
考
え
て

い
ま
す
。

�

（
了
） 

 

【
注
１
】�

１
７
７
４-

１
８
４
９
。
江
戸
末
期
の
儒
学
者
。
字
は
長
等
。
東
園
ま
た
は
謙
亭
と
号
し
た
。

京
都
の
儒
学
者
西
尾
杏
庵
の
子
で
、
の
ち
に
巌
垣
竜
渓
の
養
子
と
な
っ
た
。
国
史
に
も
精
通
。

養
父
巌
垣
竜
渓
の
跡
を
継
ぎ
、
大
舎
人
助
（
お
お
と
ね
り
の
す
け
）・
音
博
士
と
な
り
、
竜
渓

が
創
立
し
た
遵
古
堂
で
教
え
た
。
著
作
に
「
国
史
略
」
「
東
園
百
絶
」
な
ど
。

【
注
２
】�

１
７
３
５-

１
８
０
７
。
江
戸
中
期
の
京
都
の
儒
学
者
。
名
は
愿
（
げ
ん
）。
字
は
伯
恭
。
漢
字

の
字
義
と
易
学
を
研
究
し
、
開
物
学
を
提
唱
。
ま
た
、
漢
詩
文
・
書
画
に
も
優
れ
、
晩
年
、

私
塾
弘
道
館
を
開
く
。
著
作
に
「
名
疇
」
「
易
学
開
物
」
「
易
原
」
な
ど
。

【
注
３
】�

１
７
５
７-

１
８
３
４
。
江
戸
末
期
の
京
都
の
医
者
。
日
本
最
初
の
人
体
解
剖
記
録
『
蔵
志
』

を
著
し
た
山
脇
東
洋
の
孫
で
、
東
洋
の
次
男
山
脇
東
門
の
嗣
子
。
自
身
も
家
学
を
継
ぎ
、

解
剖
経
験
を
重
ね
た
。

【
注
４
】�

１
７
６
８-

１
８
４
３
。
江
戸
後
期
の
歌
人
。
鳥
取
出
身
。
号
は
桂
園
。
香
川
景
柄
の
養
子
。

小
沢
蘆
庵
に
師
事
。
賀
茂
真
淵
ら
の
復
古
主
義
歌
学
を
否
定
、
純
粋
感
情
を
重
ん
じ
る
桂
園

派
を
打
ち
立
て
た
。
著
作
に
歌
集
「
桂
園
一
枝
」、
歌
論
「
新
学
異
見
」「
古
今
和
歌
集
正
義
」

な
ど
。

記
録
類
か
ら
わ
か
り
ま
す
。
そ
の
他
、
名
前
で
は
誰
か
判
明
し
な
い
人
物
も
い
ま
す
が
、

江
戸
期
の
も
の
は
少
な
く
と
も
２
１
９
点
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
な
お
、
こ
の
中
に
出
て

い
る
貞
治
は
宮
島
氏
で
、
今
村
社
中
で
一
緒
に
活
動
し
て
い
ま
し
た
。

　

明
治
以
降
で
は
、勤
三
の
関
係
者
が
詠
ん
だ
資
料
が
ず
い
ぶ
ん
残
っ
て
い
ま
し
た
。三
蔭

顕け
ん

遠お
ん

は
三
蔭
顕
成
の
息
子
で
す
。光
平
か
ら
指
導
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
あ
と
は
、顕
遠

よ
り
教
え
を
受
け
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
今
村
富と

み

子こ

は
、
小
坂
（
小
阪
）
氏
か
ら

今
村
家
を
継
ぎ
、
ま
た
小
坂
（
小
阪
）
の
名
跡
を
継
ご
う
と
し
た
人
物
の
一
人
で
す
が
、

非
常
に
和
歌
を
熱
心
に
学
ん
で
い
る
姿
が
窺
え
ま
す
。
田
中
清き

よ

夫お

は
医
者
で
、
元
々
は

天
理
の
岩
室
に
在
住
し
た
人
物
で
す
。
三
枝
蓊
が
し
ば
ら
く
天
誅
組
か
ら
離
れ
て
鳥
取
で

潜
伏
し
た
あ
と
、
再
び
戻
っ
て
き
た
と
き
に
堺
で
彼
を
匿
っ
て
い
た
人
物
で
す
。
明
治
期

に
入
り
、三
枝
蓊
の
名
誉
回
復
の
た
め
の
文
書
を
記
し
た
の
も
こ
の
人
物
で
、一
緒
に
和
歌

の
会
を
催
し
て
い
た
の
で
す
。
他
、
中
宮
寺
門
跡
の
作
品
も
あ
り
ま
す
し
、
北
畠
治
房
の

作
品
も
確
認
で
き
ま
し
た
。

　

和
歌
と
漢
詩
、
こ
れ
も
江
戸
期
、
明
治
以
降
と
い
う
大
ま
か
な
分
け
を
す
る
と
５
０
０

点
を
越
え
る
中
で
１
４
０
点
余
り
が
江
戸
期
の
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
判
者
か
ら
指
導
者
で
あ
る
と
わ
か
っ
て
き
た
も
の
が
73
点
で
す
。
月つ

き

次な
み

和わ

歌か

の
中
で

崇
阿
、
三
蔭
顕
成
、
伴
林
が
関
わ
っ
て
い
ま
す
。
記
録
類
が
帳
簿
、
冊
子
と
し
て
残
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、『
晩
翠
堂
詩
稿
』。
こ
れ
は
短
い
作
品
で
す
が
１
点
、
伴
林
が
宗
達
、

梅
之
助
の
た
め
に
自
ら
書
い
た
と
い
う
手
本
が
残
っ
て
い
ま
す
。
文
吾
が
書
い
た
草
稿

帳
面
や
、
文
吾
の
息
子
・
捨
吉
の
記
録
、
甥
の
梅
之
助
の
記
録
、
三
枝
蓊
は
９
点
も
の

冊
子
と
、
歌
の
草
稿
文
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
今
村
宗
敬
・
宗
経
と
い
う
人
物
は
特
定

で
き
て
い
ま
せ
ん
が
、
大
和
士
に
関
係
す
る
坂
堂
氏
の
系
統
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
元

の
人
で
は
大だ

い

宝ほ
う

寺じ

の
住
僧
や
、
西
安
堵
の
大
西
氏
、
現
在
の
北
葛
城
郡
広
陵
町
南
郷
の

和
田
氏
と
関
係
あ
っ
た
と
い
う
点
も
、
こ
れ
ら
の
和
歌
や
記
録
か
ら
窺
わ
れ
ま
す
し
、

江
戸
時
代
か
ら
何
ら
か
の
関
係
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

明
治
以
降
で
は
、文
吾
の
略
歴
を
記
し
た
弟
子
の
木
村
邦
幹
が
歌
の
指
導
者
と
な
っ
て
、

今
村
家
で
和
歌
の
会
を
催
し
て
い
ま
す
。
顕
成
の
息
子
三
蔭
顕
遠
が
判
者
と
な
り
指
導

す
る
形
で
関
わ
り
な
が
ら
、
活
動
を
継
続
し
て
い
た
の
で
す
。
ま
と
ま
っ
て
残
っ
て
い
た

の
が
、
文
吾
が
明
治
42
年
に
正
五
位
を
追
贈
さ
れ
る
際
の
祝
賀
会
に
寄
せ
ら
れ
た
和
歌
や

文
書
で
す
。
明
治
以
降
も
、
今
村
邸
で
は
後
世
ま
で
和
歌
の
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
て

い
た
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。
学
問
塾
と
し
て
の
晩
翠
堂
と
、
和
歌
の
社
中
と
し
て
の
活
動

と
両
者
に
連
動
が
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
、
こ
の
メ
ン
バ
ー
か
ら
推
察
す
れ
ば
重
複
す
る

部
分
が
非
常
に
多
く
あ
り
、
和
歌
を
教
え
る
こ
と
も
塾
の
講
義
内
容
に
含
ま
れ
て
い
た
と

い
う
こ
と
で
す
。
年
齢
の
高
い
人
は
あ
ま
り
塾
に
は
加
わ
ら
ず
、
和
歌
の
活
動
の
み
参
加

し
た
と
記
録
か
ら
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

今
村
社
中
と
い
う
名
前
は
こ
れ
ら
の
冊
子
の
中
に
は
見
出
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。
便
宜

的
に
「
今
村
歌
合
集
」
と
堀
井
氏
が
名
付
け
ま
し
た
が
、
安
堵
社
中
な
ど
の
名
前
は
江
戸

時
代
の
記
録
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
。
そ
う
名
乗
っ
て
い
な
か
っ
た
か
ら
で
し
ょ
う
か
。
明
治

に
な
っ
て
か
ら
は
榧
木
社
中
、
新
葉
社
、
松
の
舎
社
中
と
い
っ
た
名
前
が
み
ら
れ
活
動

し
た
記
録
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
こ
の
中
に
は
小
坂
（
小
阪
）
家
を
継
い
だ
勤
三
の
兄
弟
・

万
三
や
、
富
子
、
富
本
憲
吉
の
父
豊
吉
と
い
っ
た
人
た
ち
も
加
わ
り
な
が
ら
、
勤
三
は

晩
年
ま
で
作
歌
を
続
け
た
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
姿
が
今
村
邸
で
の
詠
草
活
動
の
有
り
様
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

 

ま
と
め
と
課
題

　

探
る
と
い
う
ま
で
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
村
家
の
姿
を
見
て
も
、
や
は
り
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